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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
外 科 的 処 置 に お い て 、 患 者 か ら 生 じ た 骨 片 及 び ／ 又 は そ の 破 片 を 収 集 す る た め の 骨 片 収 集  
装 置 で あ っ て 、 以 下 の （ A ） ～ （ H ） の 要 素 を 含 む 骨 片 収 集 装 置 ；
（ A ） 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト で あ っ て 、 こ こ で 、 患 者 由 来 体 液 か ら 骨 片 及 び ／ 又 は そ  
の 破 片 を 濾 過 す る た め の 複 数 の 多 孔 質 の 濾 過 プ レ ー ト （ 5 ） が 、 前 記 骨 片 収 集 装 置 の 長 軸  
に 平 行 に 、 前 記 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト の 内 壁 表 面 に 沿 っ て 設 置 さ れ て い る 、 前 記 筒 状  
の ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト ；
（ B ） 前 記 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト の 蓋 （ 1 0 ） ；
（ C ） O リ ン グ （ 1 5 ） で あ っ て 、 前 記 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト と 前 記 蓋 （ 1 0 ） と の 接 合  
部 に 設 置 さ れ 、 当 該 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト と 前 記 蓋 （ 1 0 ） と の 機 密 性 を 確 保 す る 、 O  
リ ン グ （ 1 5 ） ；
（ D ） サ イ ク ロ ン を 形 成 す る メ カ ニ ズ ム （ 2 、 3 、 4 、 9 、 1 0 、 1 3 ） で あ っ て 、 こ こ で 、 そ  
れ は 、 上 記 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト 及 び 上 記 蓋 （ 1 0 ） の 内 側 に 設 置 さ れ 、 及 び 、 そ れ は  
、 対 象 と し て 前 記 体 液 か ら 前 記 骨 片 及 び ／ 又 は そ の 破 片 を 分 離 の た め に 設 置 さ れ 、 そ れ は  
螺 旋 構 造 （ 3 ） （ 4 ） と 、 円 錐 形 状 の 先 端 部 （ 2 ） を 持 つ 筒 状 の チ ュ ー ブ （ 1 3 ） を 含 む 吸 入  
口 （ 1 ） と を 構 成 要 素 と し て 含 む 、 前 記 サ イ ク ロ ン を 形 成 す る メ カ ニ ズ ム ；
（ E ） 中 央 の パ イ プ （ 9 ） で あ っ て 、 こ こ で 、 該 中 央 の パ イ プ （ 9 ） は 、 前 記 筒 状 の ハ ウ ジ  
ン グ ユ ニ ッ ト の 内 部 中 央 に 設 置 さ れ る 縦 長 の 筒 状 物 で あ り 、 螺 旋 構 造 の 形 態 （ 3 ） （ 4 ） で  
あ る 前 記 サ イ ク ロ ン を 形 成 す る メ カ ニ ズ ム の 該 螺 旋 構 造 が こ れ に 巻 き 付 け ら れ 、 そ し て 、

請求項の数　9　（全8頁）
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該 中 央 の パ イ プ （ 9 ） は 、 以 下 の 多 段 階 の 濾 過 シ ス テ ム に よ り 、 前 記 骨 片 及 び ／ 又 は そ の  
破 片 か ら 分 離 さ れ た 濾 過 さ れ た 体 液 で あ る 液 体 を と り 出 す た め に 多 孔 質 の 先 端 （ 8 ） を 有  
し 、 該 中 央 の パ イ プ （ 9 ） は 、 上 記 蓋 （ 1 0 ） に 垂 直 に 設 置 さ れ て い る 、 前 記 中 央 の パ イ プ  
（ 9 ） ；
（ F ） 多 段 階 の 濾 過 シ ス テ ム で あ っ て 、 こ こ で 、 そ れ は 複 数 の 細 孔 （ 1 6 ） を 持 つ 前 記 多 孔  
質 の 濾 過 プ レ ー ト （ 5 ） と 中 央 の 濾 過 膜 （ 1 4 ） と を 構 成 要 素 と し て 含 み 、 こ こ で 、 該 中 央  
の 濾 過 膜 （ 1 4 ） は 、 前 記 中 央 の パ イ プ （ 9 ） の 下 方 部 分 に お い て 、 該 中 央 の パ イ プ が 該 中  
央 の 濾 過 膜 （ 1 4 ） の 中 心 部 分 を 通 過 す る 形 態 に よ っ て 、 固 定 可 能 に 設 置 さ れ 、
該 中 央 の 濾 過 膜 （ 1 4 ） は 骨 片 及 び ／ 又 は そ の 破 片 を 含 む 前 記 体 液 を 濾 過 す る た め の 複 数 の  
細 孔 及 び ス ロ ッ ト （ 6 ） を 含 み 、 こ こ で 該 ス ロ ッ ト （ 6 ） は 、 前 記 中 央 の 濾 過 膜 （ 1 4 ） に  
お い て 、 前 記 複 数 の 多 孔 質 の 濾 過 プ レ ー ト （ 5 ） の 通 過 が 可 能 に な る よ う に 設 置 さ れ 及 び  
通 過 が 可 能 な サ イ ズ を 持 っ て お り 、 骨 片 収 集 装 置 の 開 放 中 に 、 上 記 複 数 の 多 孔 質 の 濾 過 プ  
レ ー ト （ 5 ） 表 面 に 集 め ら れ た 骨 片 及 び ／ 又 は そ の 破 片 を 該 ス ロ ッ ト （ 6 ） に よ り 擦 り 落 と  
す こ と が で き る 、 前 記 多 段 階 の 濾 過 シ ス テ ム ；
（ G ） 複 数 の 細 孔 を 有 す る 前 記 多 孔 質 の 先 端 （ 8 ） で あ っ て 、 こ こ で 該 先 端 （ 8 ） は 、 前 記  
中 央 の 濾 過 膜 （ 1 4 ） の 下 で あ る 、 前 記 中 央 の パ イ プ （ 9 ） の 端 に 設 置 さ れ て い る 、 前 記 複  
数 の 細 孔 を 有 す る 前 記 多 孔 質 の 先 端 （ 8 ） ； 及 び
（ H ） 前 記 吸 入 口 （ 1 ） と 前 記 排 出 口 （ 1 1 ） で あ っ て 、 こ こ で 、 そ れ ら は 、 上 記 ハ ウ ジ ン  
グ ユ ニ ッ ト の 蓋 （ 1 0 ） に 必 須 の 部 分 と し て 設 置 さ れ 、 該 吸 入 口 （ 1 ） は 、 前 記 体 液 を 前 記  
骨 片 収 集 装 置 内 に 取 り 込 む 口 で あ り 、 前 記 サ イ ク ロ ン 形 成 シ ス テ ム に つ な が り 、 該 排 出 口  
（ 1 1 ） は 、 濾 過 さ れ た 体 液 で あ る 液 体 を 前 記 骨 片 収 集 装 置 外 に 排 出 す る た め の 口 で あ り 、  
前 記 中 央 の パ イ プ （ 9 ） に つ な が り 、 そ し て 、 該 吸 入 口 （ 1 ） と 該 排 出 口 （ 1 1 ） は 、 吸 引 管
へ の 遮 水 接 続 を 確 実 に す る た め に 、 円 錐 形 状 に 形 成 さ れ て い る 、 前 記 吸 入 口 （ 1 ） 及 び 前  
記 排 出 口 （ 1 1 ） 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 1 に 記 載 の 骨 片 収 集 装 置 で あ っ て 、 前 記 吸 入 口 （ 1 ） は 、 前 記 吸 引 管 に 接 続 さ れ て お  
り 、 患 者 か ら 入 っ て く る 体 液 で あ る 液 体 は 、 前 記 吸 入 口 （ 1 ） か ら 螺 旋 構 造 （ 3 ） へ 送 ら れ
、 該 螺 旋 構 造 （ 3 ） は 、 前 記 蓋 （ 1 0 ） に 設 置 さ れ 、 及 び 、 前 記 中 央 の パ イ プ （ 9 ） に 巻 き  
付 け ら れ る も の で あ り 、 さ ら に こ の 螺 旋 構 造 （ 3 ） の 遠 位 部 分 が 複 数 の 多 孔 質 の 濾 過 プ レ  
ー ト （ 5 ） の レ ベ ル で 終 わ っ て い る 、 骨 片 収 集 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 1 に 記 載 の 骨 片 収 集 装 置 で あ っ て 、 前 記 サ イ ク ロ ン を 形 成 す る メ カ ニ ズ ム を 有 し 、 該
サ イ ク ロ ン を 形 成 す る メ カ ニ ズ ム が 、 前 記 吸 入 口 （ 1 ） を 含 み 、 そ し て 、 該 吸 入 口 （ １ ）  
が 、 該 骨 片 収 集 装 置 と 該 螺 旋 構 造 （ 3 ） の 縦 軸 か ら 0 - 9 0 度 の 角 度 で 設 置 さ れ る 、 骨 片 収 集  
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 1 に 記 載 の 骨 片 収 集 装 置 で あ っ て 、 前 記 中 央 の 濾 過 膜 （ 1 4 ） と 骨 片 及 び ／ 又 は そ の  
破 片 を 収 集 す る た め の 複 数 の 細 孔 を も つ 前 記 複 数 の 多 孔 質 の 濾 過 プ レ ー ト （ 5 ） の 構 成 要  
素 を 含 む 前 記 多 段 階 の 濾 過 シ ス テ ム を 有 し 、 こ こ で 、 該 複 数 の 多 孔 質 の 濾 過 プ レ ー ト （ 5 ）
は 、 前 記 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト の 内 壁 に 沿 っ て 設 置 さ れ る 、 骨 片 収 集 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 1 に 記 載 の 骨 片 収 集 装 置 で あ っ て 、 濾 過 さ れ た 体 液 で あ る 液 体 を 排 出 す る た め の 前 記
中 央 の パ イ プ （ 9 ） を 有 し 、 該 中 央 の パ イ プ （ 9 ） の 上 端 に は 前 記 蓋 （ 1 0 ） が 取 り 付 け ら  
れ 、 及 び 、 下 端 に は 多 孔 質 の 先 端 （ 8 ） を 有 し 、 該 先 端 （ 8 ） に は 、 血 餅 に よ る 目 詰 ま り を  
防 ぐ た め の 複 数 の 細 孔 を 有 す る 、 骨 片 収 集 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 1 に 記 載 の 骨 片 収 集 装 置 で あ っ て 、 前 記 中 央 の パ イ プ ( 9 ) の 下 方 部 に 固 定 可 能 に 設 置  
さ れ た 前 記 中 央 の 濾 過 膜 （ 1 4 ） を 有 し 、 該 中 央 の 濾 過 膜 （ 1 4 ） が 複 数 の 細 孔 を 有 し て お  
り 、 骨 片 及 び ／ 又 は そ の 破 片 を 集 め る こ と が で き 、 こ の 細 孔 の サ イ ズ は 前 記 多 孔 質 の 濾 過  
プ レ ー ト （ 5 ） の 細 孔 よ り も 小 さ い も の で あ る 、 骨 片 収 集 装 置 。
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【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 1 に 記 載 の 骨 片 収 集 装 置 で あ っ て 、 前 記 中 央 の 濾 過 膜 （ １ ４ ） が 、 骨 片 を 濾 過 す る  
た め の 複 数 の 細 孔 と 、 複 数 の ス ロ ッ ト （ ６ ） を 有 し 、 該 ス ロ ッ ト （ ６ ） は 、 複 数 の 前 記 多  
孔 質 の 濾 過 プ レ ー ト （ 5 ） を 通 過 す る こ と を 前 記 中 央 濾 過 膜 （ １ ４ ） に お い て 可 能 に す る  
よ う に 設 置 さ れ 及 び 可 能 に す る サ イ ズ を 有 し 、 そ し て 、 該 骨 片 収 集 装 置 の 蓋 （ １ ０ ） を 取  
り 外 し 開 放 中 に 、 前 記 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト の 内 壁 に 堆 積 し た 骨 片 及 び ／ 又 は そ の 破  
片 、 及 び 、 複 数 の 該 多 孔 質 の 濾 過 プ レ ー ト （ 5 ） に 集 め ら れ た 骨 片 及 び ／ 又 は そ の 破 片 を  
、 機 械 的 に 集 め る こ と が で き る も の で あ る 、 骨 片 収 集 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 1 に 記 載 の 骨 片 収 集 装 置 で あ っ て 、 出 口 側 の 前 記 排 出 口 （ 1 1 ） の 内 径 は 、 入 口 側 の  
前 記 吸 入 口 （ 1 ） の 内 径 よ り も 大 き く な っ て お り 、 ベ ル ヌ ー イ 原 理 に よ る 負 圧 が 発 生 し 、
該 骨 片 収 集 装 置 の 気 密 性 が 確 保 さ れ 、 排 出 さ れ る 体 液 の 該 骨 片 収 集 装 置 の 通 過 中 の 各 要 素  
装 置 間 の 接 続 を 確 実 に す る 、 ま た 、 こ の 吸 入 口 （ 1 ） と 排 出 口 （ 1 1 ） が 円 錐 形 状 で あ る 、  
骨 片 収 集 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 1 に 記 載 の 骨 片 収 集 装 置 で あ っ て 、 前 記 O リ ン グ （ 1 5 ） が 、 前 記 蓋 （ 1 0 ） と 前 記 筒  
状 の ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト の 接 合 部 に 設 置 さ れ 、 こ れ に よ り 該 骨 片 収 集 装 置 の 気 密 性 が 保 た  
れ る も の で あ る 、 骨 片 収 集 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 外 科 的 な 処 置 中 に 患 者 か ら 生 じ る 血 液 、 灌 注 液 、 組 織 の 破 片 、 そ の 他 液 体 な ど か  
ら 剥 が れ 落 ち た 骨 片 を 収 集 す る た め の 骨 片 収 集 装 置 に 関 す る も の で あ る 。 こ の 骨 片 収 集 装  
置 に は 、 最 も 小 さ な 骨 粉 ま で も 収 集 で き る 独 特 な 2 段 階 濾 過 シ ス テ ム が 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
本 発 明 は 以 下 の よ う な 問 題 に 対 処 す る 際 に 、 既 存 の 骨 片 収 集 装 置 に 比 べ て 様 々 な 利 点 が あ  
る 。
1 .  既 存 の 装 置 は 一 定 の サ イ ズ の 孔 を 使 用 し た 1 段 階 の 濾 過 シ ス テ ム を ベ ー ス に し て い る 。  
こ の 1 段 階 の 濾 過 シ ス テ ム は 一 定 の サ イ ズ の 骨 片 の み を 分 離 す る こ と が で き る 。 こ の 孔 が  
非 常 に 大 き い と 、 そ れ よ り も 小 さ な 骨 片 は 流 れ て し ま い 、 将 来 移 植 す る 際 の 妨 げ に な る 。  
こ の 孔 が 小 さ す ぎ る と 、 目 詰 ま り を 起 こ し や す く な る 。
本 骨 片 収 集 装 置 は 、 可 能 な 限 り 多 く の 骨 片 を 収 集 す る よ う に 設 計 さ れ て お り 、 高 効 率 の 2  
段 階 濾 過 シ ス テ ム に よ り こ れ ま で 流 れ て し ま っ て い た 骨 片 も 効 率 的 に 収 集 す る こ と を 可 能  
に し た も の で あ る 。 第 １ 段 階 は 、 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト 内 に 垂 直 に 設 置 し た 大 き な 孔  
を 有 す る 複 数 の プ レ ー ト で あ る 。 濾 過 す る と 大 き な 骨 片 は こ の プ レ ー ト に 蓄 積 さ れ る 。
第 2 段 階 は 、 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト の 中 央 の パ イ プ の 下 部 に 設 置 し た 、 小 さ な 孔 を 備  
え た 円 形 の 膜 で あ る 。 こ の 膜 は 非 常 に 小 さ い 骨 片 を 集 め る こ と が で き る 。
本 骨 片 収 集 装 置 の さ ら に ユ ニ ー ク な 点 は 、 灌 注 液 を 吸 い 込 み 、 中 央 の パ イ プ で 再 抽 出 す る  
こ と に よ り 、 血 液 か ら 骨 片 を 取 り 除 く 点 に あ る 。  本 2 段 階 濾 過 シ ス テ ム は 、 洗 浄 中 に 骨 片  
が 流 れ 落 ち る こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
2 .    既 存 の 骨 片 収 集 装 置 の 一 般 的 な 欠 点 は 、 イ ン レ ッ ト チ ュ ー ブ と ア ウ ト レ ッ ト チ ュ ー ブ  
が 反 対 側 に 位 置 し て お り 、 そ の た め ド レ ー プ ポ ー チ に 設 置 す る た め に 装 置 を 大 き く し て 安  
定 さ せ る 必 要 が あ る と い う 、 非 効 率 的 な 設 計 に あ る 。 い く つ か の 収 集 装 置 は 、 処 置 中 に 患  
者 を 覆 う ド レ ー プ に ク リ ッ プ な ど で 固 定 す る も の も あ る 。 し か し こ う し た 固 定 方 法 で は 安  
定 し な い 。 処 置 中 に 装 置 の 位 置 が 変 わ っ て し ま う と 、 正 常 に 機 能 し な く な る こ と が あ る 。  
一 定 の 角 度 の 場 合 は ま っ た く 骨 片 を 収 集 す る こ と が で き な く な る こ と か ら 、 処 置 中 に 収 集  
で き る 骨 片 の 量 は 少 な く な る 。
そ れ 以 外 の 既 存 の 装 置 は ド レ ー プ ポ ー チ に フ ィ ッ ト す る も の の 、 サ イ ズ が 小 さ す ぎ て 、 処  
置 中 に ポ ー チ の 中 か ら 見 つ け て 取 り 出 す こ と が 難 し い た め 、 よ り 時 間 を 無 駄 に し て 、 非 効  
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率 的 な だ け で な く 、 処 置 に 集 中 で き な く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 骨 片 収 集 装 置 は 非 常 に 効 率 的 で 安 定 感 も あ る 。 イ ン レ ッ ト チ ュ ー ブ と ア ウ ト レ ッ ト チ ュ  
ー ブ が 同 じ 側 に 設 置 さ れ て い る た め 、 ド レ ー プ の ポ ー チ に 設 置 し て 安 定 さ せ る こ と が で き  
る 。 本 骨 片 収 集 装 置 は ド レ ー プ の ポ ー チ の サ イ ズ に 適 し て お り 、 ま た 簡 単 に 取 り 出 す こ と  
も で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
3 . ま た 、 別 の 既 存 の 骨 片 収 集 装 置 は 、 非 常 に サ イ ズ が 小 さ い の で 、 頻 繁 に 中 を 空 に す る 必  
要 が あ り 、 こ れ に よ り 処 置 に 時 間 が か か る だ け で な く 、 費 用 対 効 果 も 悪 く な る
本 骨 片 収 集 装 置 の サ イ ズ は 直 径  4 0  m m で あ り 、 こ れ は 既 存 の 装 置 の お よ そ 倍 以 上 の 大 き  
さ で あ り 、 ド レ ー プ の ポ ー チ に 完 璧 に 適 し た サ イ ズ で あ る
【 ０ ０ ０ ６ 】
4 .  本 骨 片 収 集 装 置 の も う 一 つ の 利 点 は 耐 久 性 で あ る 。 既 存 の 装 置 は 、 イ ン レ ッ ト チ ュ ー ブ  
と ア ウ ト レ ッ ト チ ュ ー ブ が 簡 単 に 壊 れ て し ま う 事 が よ く 知 ら れ て い る 。
本 骨 片 収 集 装 置 の イ ン レ ッ ト チ ュ ー ブ と ア ウ ト レ ッ ト チ ュ ー ブ は 類 似 の 既 存 の 装 置 に 比 べ  
て 約 2 . 5 倍 の 厚 み が あ り 、 耐 久 性 と 、 費 用 対 効 果 を も た ら し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
5 .   本 骨 片 収 集 装 置 の ユ ニ ー ク な 機 能 と し て 、 完 璧 な 気 密 性 が あ る 。 排 出 口 が 円 錐 形 に な  
っ て お り 、 こ れ に よ り 標 準 的 な 吸 入 チ ュ ー ブ と 非 常 に し っ か り と 接 続 す る こ と が 可 能 に な  
る 。 排 出 口 の 内 径 は 吸 入 側 の 吸 入 口 の 内 径 よ り も 大 き く な っ て い る 。 こ の 排 出 口 と 吸 入 口  
の 異 な る 直 径 が 負 圧 を 形 成 し 、 装 置 の 気 密 性 を 確 保 し て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
骨 片 収 集 装 置 は 脊 椎 、 整 形 外 科 、 歯 科 手 術 の 処 置 で 使 用 さ れ て き た 。 既 存 の 装 置 は 主 に 2  
つ の グ ル ー プ に 分 け る こ と が で き る 。 一 つ 目 の グ ル ー プ は 手 術 野 外 の 無 菌 ゾ ー ン に 設 置 さ  
れ る も の で あ る 。 2 つ 目 の グ ル ー プ は 手 術 野 内 の 滅 菌 ゾ ー ン に 設 置 さ れ る も の で あ る 。 こ  
の 2 つ 目 の グ ル ー プ は さ ら に い く つ か の タ イ プ に 分 か れ る 。 ( 1 )  ド リ ル に 直 接 接 続 す る も の  
( 2 ) 吸 引 チ ッ プ に 直 接 接 続 す る も の ( 3 ) 柔 軟 な ラ イ ン を 使 っ て 吸 引 チ ッ プ に 接 続 す る も の で  
あ る 。 本 骨 片 収 集 装 置 は 2 つ 目 の グ ル ー プ の ( 3 ) に 属 す る 。 こ の タ イ プ の 骨 片 収 集 装 置 は 、  
以 下 の 特 許 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ う し た 骨 片 収 集 装 置 は 現 在 も 業 界 で 使 用 さ れ て い る も の の 、 大 き な 改 善 が 必 要 な 点 が 7 5  
点 あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 文 献 】 U S 0 0 6 0 2 2 3 5 4 A  M e r c u r y
U S 7 9 5 1 0 8 9 B 2  M i l l e r
U S 3 7 8 5 3 8 0 A  B r u m f i e l d
U S 5 7 6 6 1 3 4 A  L i s a k , Y o u n g
U S 7 2 0 4 8 1 0 B 2  H y n e s ,  S t r o n g
U S 7 9 7 1 7 2 8 B 2  A n s p a c h , B u c i n a
U S 7 7 5 8 5 5 6 B 2  P e r e z - C r u e t ,  P e p p e r ,  M i l l e r
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ １ １ 】
骨 片 収 集 装 置 は 、 骨 片 移 植 の た め の 様 々 な 処 置 に お い て 、 骨 片 や そ の 破 片 を 収 集 す る た め  
の 濾 過 装 置 で あ る 。 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト に は 多 孔 質 の プ レ ー ト が 内 壁 に 沿 っ て 設 置  
さ れ て い る 。 そ の 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト は 蓋 で 覆 わ れ 、 中 央 の パ イ プ に 取 り 付 け ら れ  
る 。 そ の 中 央 の パ イ プ の 反 対 側 は 多 孔 の 先 端 が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 中 央 の パ イ プ は  
そ の 下 部 に 設 置 さ れ て い る 濾 過 膜 を 使 っ て サ イ ク ロ ン を 形 成 す る メ カ ニ ズ ム と 接 続 さ れ る  
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。 こ の 膜 は 、 前 述 の 多 孔 質 の プ レ ー ト と 連 結 す る た め の ス ロ ッ ト が あ る 。 こ の 多 孔 質 の プ  
レ ー ト は こ の 膜 の ス ロ ッ ト と 組 み 合 わ さ り 、 プ レ ー ト か ら 骨 片 を 擦 り 落 と す こ と が で き る  
。 サ イ ク ロ ン を 形 成 す る メ カ ニ ズ ム に は 、 円 錐 の 渦 を 使 っ た 吸 入 口 が 含 ま れ る 。 こ の サ イ  
ク ロ ン を 形 成 す る メ カ ニ ズ ム で は 吸 入 す る 液 体 が 螺 旋 状 に 回 転 す る 。 そ の 液 体 は さ ら に 、  
2 段 階 の 濾 過 シ ス テ ム へ 進 む 。 第 １ 段 階 は 、 前 述 の 多 数 孔 を 有 す る 複 数 の プ レ ー ト で 、  大  
き な 骨 片 を 収 集 す る 。 第 2 段 階 は 、 濾 過 膜 で あ り 、 小 さ い 骨 片 を 集 め る こ と が で き る 。
骨 片 は 分 離 さ れ て プ レ ー ト と 膜 の 表 面 に 蓄 積 す る 。 吸 引 ラ イ ン が 接 続 さ れ て お り 、 残 っ た  
液 体 を 中 央 の パ イ プ か ら 排 出 す る 。 そ の 液 体 は 、 膜 の 下 に あ る パ イ プ の 多 孔 質 の 先 端 か ら  
中 央 の パ イ プ に 吸 い 込 ま れ る 。 シ リ ン ダ の 蓋 を 外 し て 骨 片 を 収 集 す る 。 蓋 を 外 し て い る 間  
、 中 央 の 濾 過 膜 が 多 く の 孔 の あ い た プ レ ー ト か ら 骨 片 を 擦 り 落 と す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 骨 片 収 集 装 置 は 歯 科 業 界 で も 使 用 で き る 。 こ の 装 置 の サ イ ズ は 歯 科 治 療 に 必 要 な ニ ー ズ  
に 調 節 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 図 1 は 、 本 骨 片 収 集 装 置 を 組 み 立 て た 状 態 の 透 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 2  は 、 本 骨 片 収 集 装 置 の 一 部 を 組 み 立 て た 状 態 の 透 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 3 は 、 本 発 明 の 上 部 断 面 図 で あ り 、 蓋 や 螺 旋 構 造 も 示 さ れ て い る 。
【 図 ４ 】 図 4 は 、 本 発 明 の 下 部 断 面 図 で あ り 、 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト 、 中 央 の パ イ プ  
と そ の 先 端 で 多 数 の 孔 が あ る も の 、 濾 過 の た め の プ レ ー ト 、 濾 過 膜 が 示 さ れ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
図 1 - 4 に 参 照 の 通 り 、 本 骨 片 収 集 装 置 は 2 つ の 主 要 な 部 分 か ら な る 。 一 つ め は 、 図 １ の 全 体
で 示 す 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト で あ り 、 プ ラ ス チ ッ ク や 透 明 な 素 材 で 作 ら れ る こ と が 理  
想 で あ る 。 も う 一 つ は 蓋 で あ り 、 こ こ で は 数 字 の 1 0 で 示 さ れ て い る 。 こ の 蓋 に は サ イ ク ロ  
ン 形 成 シ ス テ ム が 組 み 込 ま れ て お り 、 螺 旋 構 造 3 - 4 お よ び 吸 入 口 - 1 か ら 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
患 者 か ら 吸 入 さ れ る 体 液 で あ る 液 体 は 、 筒 状 の チ ュ ー ブ - 1 3 、 円 錐 状 の 先 端 部 - 2 に つ な が る
吸 入 口 - 1 か ら 本 骨 片 収 集 装 置 に 吸 入 さ れ る 。 吸 入 口 - 1 は 円 錐 状 の 先 端 部 を 通 じ て 吸 引 管 に  
接 続 さ れ て お り 、 液 体 は 直 接 螺 旋 構 造 - 3 - 4 に 送 ら れ る 。 螺 旋 構 造 は 蓋 - 1 0 に 取 り 付 け ら れ  
て お り 、 中 央 の パ イ プ - 9 に 巻 き 付 け ら れ て い る 。 該 中 央 の パ イ プ - 9 は 、 前 記 筒 状 の ハ ウ ジ  
ン グ ユ ニ ッ ト の 内 部 中 央 に 設 置 さ れ る 縦 長 の 筒 状 物 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 述 の 吸 入 口 - 1 は 円 錐 形 状 - 7 で あ り 、 柔 軟 な 吸 引 管 と し っ か り と 接 続 す る こ と に よ り 、 処  
置 中 に 患 者 か ら の 体 液 で あ る 液 体 を 送 る 。
入 っ て く る 液 体 は 、 螺 旋 構 造 の 上 端 - 3 へ 送 ら れ 、 サ イ ク ロ ン 運 動 を 行 い 、 螺 旋 構 造 の 下 部 -  
4 へ 移 動 す る 。 螺 旋 構 造 の 下 部 - 4 は 、 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト の 内 壁 に 設 置 さ れ た 、 多  
孔 質 の 濾 過 プ レ ー ト - 5 の レ ベ ル で 終 わ っ て い る 。 液 体 は 螺 旋 構 造 を 離 れ る と 、 複 数 の 孔 - 1  
6 を も つ 多 孔 質 の 濾 過 プ レ ー ト - 5 へ 移 動 す る 。 こ こ で は 大 き な サ イ ズ の 骨 片 が 集 め ら れ る  
。 多 孔 質 の 濾 過 プ レ ー ト - 5 を 通 過 し た 粉 の よ う な 小 さ な 骨 片 は 、 小 さ な 孔 の あ い た 中 央 の
濾 過 膜 - 1 4 に 蓄 積 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
多 孔 質 の 濾 過 プ レ ー ト - 5 と 、 中 央 の 濾 過 膜 - 1 4 の 組 み 合 わ せ に よ り 、 2 段 階 の 濾 過 シ ス テ ム  
が 形 成 さ れ 、 こ れ に よ り 非 常 に 多 く の 骨 片 を 集 め る こ と が 可 能 に な る 。 こ の 中 央 の 濾 過 膜 -  
1 4 は 、 該 中 央 の パ イ プ - 9 の 下 方 部 分 に お い て 、 該 中 央 の パ イ プ が 該 中 央 の 濾 過 膜 （ 1 4 ）  
の 中 心 部 分 を 通 過 す る 形 態 に よ っ て 、 固 定 可 能 に 設 置 さ れ 、 さ ら に こ の 中 央 の 濾 過 膜 - 1 4  
に は 、 複 数 の ス ロ ッ ト - 6  が 設 置 さ れ て い る 。 こ の ス ロ ッ ト - 6 は 濾 過 プ レ ー ト - 5 の 位 置 と サ  
イ ズ に 対 応 し て 設 置 さ れ る 。 中 央 の パ イ プ - 9 と 中 央 の 濾 過 膜 - 1 4 が 固 定 可 能 に 接 続 さ れ て  
い る 蓋 - 1 0 を 引 き 抜 く と 、 中 央 の 濾 過 膜 - 1 4 の ス ロ ッ ト - 6 の 縁 と の 接 触 に よ り 、 多 孔 質 プ レ  
ー ト - 5 の 表 面 か ら 細 か い 骨 片 を 擦 り 落 と す 。 こ の 中 央 の 濾 過 膜 - 1 4 は 、 ま た 筒 状 の ハ ウ ジ  
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ン グ ユ ニ ッ ト の 内 壁 に 堆 積 し た 骨 片 や 骨 粉 を 機 械 的 に 集 め る こ と が で き る 。 濾 過 さ れ た 体  
液 で あ る 液 体 は 中 央 の 濾 過 膜 - 1 4 を 通 過 し て 下 部 の レ セ プ タ ク ル - 1 7 に 移 動 す る 。 そ こ か ら  
中 央 の パ イ プ - 9 の 多 孔 質 の 先 端 - 8 を 通 っ て 中 央 の パ イ プ に 送 ら れ る 。 こ の 多 孔 質 の 先 端 - 8
は 、 血 餅 に よ る 目 詰 ま り を 防 ぐ た め に 、 複 数 の 細 孔 - 1 8 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
中 央 の パ イ プ を 通 っ て 送 ら れ た 濾 過 さ れ た 体 液 で あ る 液 体 は 、 最 終 的 に は 円 錐 形 の 形 状 の  
排 出 口 - 1 1 を 通 じ て 装 置 か ら 排 出 さ れ る 。 出 口 側 の 排 出 口 - 1 1 の 内 径 は 、 入 口 側 の 吸 入 口 - 1  
の 内 径 よ り も 大 き い た め 、 ベ ル ヌ ー イ 原 理 に よ る 負 圧 が 発 生 し 、 当 該 骨 片 収 集 装 置 の 気 密  
性 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
骨 片 収 集 装 置 の 蓋 は 、 O リ ン グ -  1 5 に よ り ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト に し っ か り と 接 続 さ れ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
1 ： 吸 入 口
2 ： 円 錐 状 の 先 端 部 （ ジ ェ ッ ト ）
3 - 4 ： 螺 旋 構 造
5 ： 多 孔 質 の 濾 過 プ レ ー ト
6 ： ス ロ ッ ト
7 ： 円 錐 形 状
8 ： 先 端
9 ： 中 央 の パ イ プ
1 0 ： 蓋
1 1 ： 排 出 口
1 2 ： ハ ウ ジ ン グ ユ ニ ッ ト
1 3 ： 筒 状 の チ ュ ー ブ
1 4 ： 濾 過 膜
1 5 ： O リ ン グ
1 6 ： 複 数 の 孔
1 7 ： レ セ プ タ ク ル
1 8 ： 細 孔
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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